
古紙類・古着の無料回収について お問い合わせ：廃棄物対策課（0235-22-2848/0235-22-2849） 

カラー版の閲覧はこちらから：トップページ＞都市整備・環境＞環境・エネルギー＞環境広報「エコ通信」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2022 夏号 
鶴岡市環境課・廃棄物対策課 

NO.63 

              
新聞・雑誌・ダンボール・飲料用パック・雑がみは、ごみ焼却施設へ 

直接お持ち込みいただければ、無料で回収いたします。 

通信販売のダンボールの処分などに、ぜひご活用ください。 

【 受入日時 】  
①平日の月曜日～金曜日（第２土曜日の３日前の水曜日および１２/３１～１/３を除く） 
②第２土曜日 

   ③一部祝日・年末等（4/29、7/18、8/11、9/19、9/23、10/10、12/29、12/30、1/9） 
午前８時３０分～１１時５０分、午後１時～５時 

    ④第３日曜日 
午前９時～１１時３０分 

 
【 回収場所 】  

ごみ焼却施設プラットホーム（鶴岡市宝田三丁目 13 番 6 号） 
 

【 注意事項 】 
〇種類（新聞・雑誌・ダンボール・飲料用パック・雑がみ）ごとに分けて、 

ひもでしばってください。 ガムテープは使わないでください。 
〇雑誌の付録や金属など、紙以外のものは取り除いてください。 
〇食品や油、汚れ、においがついているもの、特殊な加工が 

されているものは、リサイクルに向かないため回収できません。  
もやすごみ（茶色のごみ袋）で出してください。 

 

【 受入日時 】  
①平日の月曜日～金曜日（１２/29～１/３を除く） 

午前９時～午後４時 
②第３日曜日 

午前９時～１１時３０分 
 

【 回収場所 】 市廃棄物対策課玄関（鶴岡市宝田三丁目１３番６号） 
※第３日曜日はごみ焼却施設プラットホーム 

 
【 注意事項 】 

〇古着は主に海外で再利用します。カビが生えないよう、濡らさないでください。 
〇透明または半透明の袋に入れ、袋の口を固く結んでお持ちください。 
〇洗濯またはクリーニング済のものをお持ちください。タンスにしまえる状態が目安です。 
〇汚れがひどいものやにおいのあるもの、ボロボロな状態のものは、回収できません。 

 
 

古紙類の無料回収を実施しています 

              
古着の無料回収も実施しています 

※令和４年度から、 

②第２土曜日と 

③一部祝日・年末等

にも、無料回収を 

行っています。 

 

まだ着られる状態の古着を、無料で回収いたします。 

回収可能な古着の詳細

はこちら！ 

(市ホームページ) 

トップページ＞暮らし＞

ごみ・生活＞ごみ焼却施

設で第三日曜日に古着・

古紙等を回収します 

 

 

 

 

 

 

回収可能な古紙類か 

どうかは、「雑がみ判別 

早見表」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 



記事に関するお問い合わせ 環境課：0235-35-1247 廃棄物対策課：0235-22-2848/0235-22-2849 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみ焼却施設内の見学ホールでは、ごみの受入れや、焼却の様子が見学できます。 

トリックアートなど、楽しい仕掛けも 

市公式 YouTube チャンネルに 

投稿している施設紹介動画もぜひ 

ご覧ください。  【廃棄物対策課】 

ごみ焼却施設内の見学ホールでは、ごみの受入れや、焼却の様子が見学できます。 

【 団体の方 】 
  小学校や自治会など、団体での施設見学は、ご予約が必要です。 

ご希望の方は、下記までお問い合わせください。 
〇お問合せ先 つるおかエコ・アース㈱（TEL0235-33-9650） 

 
【 個人の方 】 
  下記の日時で、ご自由にご見学いただけます。ご予約は不要です。 

なお、職員の案内はつきません。 
〇見学可能日時  月曜日～金曜日の午前９時～午後４時 
※月曜日から金曜日の間であれば、祝日でも見学できます。 

ただし、5/3～5/5、12/31～1/3 は見学できません。 

ごみピットの様子 

 ごみ焼却施設を見学してみませんか 

 アメシロは巣網のときに 一網打尽がおすすめです 

アメシロは、アメリカシロヒトリという小型の蛾です。 

毒はありませんが、「幼虫がたくさんいて気持ちが悪い」 

などといった相談が寄せられることのある生き物です。 

成虫は、桜や桑などの落葉樹を特に好んで産卵し、 

孵化した幼虫は、糸をはいて白い巣網をつくります。 

このような樹木が植えてあるご家庭の方は、アメシロが 

ついていないか、巣網がないか、こまめなチェックを 

心がけましょう。 

もし巣網を見つけたら、枝ごと切り落としふみ潰すか、

幼虫が外に出ないよう、もやすごみ（茶袋）に入れて捨て

てください。殺虫剤は、巣網の状態のアメシロには効きま

せん。そればかりか、花壇や家庭菜園に悪影響を及ぼし、

隣人トラブルの原因となってしまうこともあります。 

広がる前に、巣網の状態で、一網打尽にしてしまうこと

が、アメシロ防除に効果的です。          【環境課】 

～アメリカシロヒトリの防除に使用する機器の貸し出しを行っています～ 

町内会単位で薬剤散布を希望する際のご相談は、下記で受け付けています。 

期 間：令和 4 年 6 月 3 日（金）～9 月 16 日（金） 9：30～15：30 

場 所：羽黒町赤川字村下 63-2（旧赤川地区浄化センター） ☎62-5263 

時期になったら、木をこまめに確認します。

アメシロの発生時期は、おおよそ

①６月上旬～中旬

②7月下旬～８月上旬の年２回です。

巣網が付いていたら、枝ごと切り落とします。

巣網の状態で一週間程度経つと、

成長したアメシロが巣網からはい出し、

周囲へ広がってしまいます。

巣網が付いた枝の 

切り落としに必要な

高枝切ばさみの貸出

を行っています。 

つるおかエコ・アース㈱の 

ホームページはこちら 

 

 

 

 

 

 


